
町づくり
の
考えは？

問

答 75
歳
以
上
医
療
費
無
料
化
の
実
施
を

現
役
世
代
の
負
担
と
な
り
難
し
い

　
安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る

よ
う
に
、
75
歳
以
上
の
窓
口
自

己
負
担
の
無
料
化
の
実
施
を
。

　
高
齢
者
施
策
の
充
実
で
、
元

気
に
暮
ら
せ
る
取
り
組
み
を
。

答　

町
長　

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
国
の
方
針
で
対
応

し
て
い
く
。

　

75
歳
以
上
の
医
療
費
の
無
料

化
は
、
そ
の
分
を
現
役
世
代
が
、

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

働
く
世
代
が
減
少
し
て
い
る

状
況
か
ら
、
無
料
化
は
難
し
い
。

　

低
所
得
者
は
、
軽
減
措
置
を

し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　
人
間
ド
ッ
ク

は
70
歳
か
ら
、
住
民
健
診
は
、

す
べ
て
無
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

敬
老
祝
い
金
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
助
成
や
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

げ
ん
き
か
い
で
は
、
魅
力
的
な

メ
ニ
ュ
ー
も
そ
ろ
え
て
い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
整
備

し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
は
、
限
ら
れ
た
年

金
か
ら
介
護
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
な
ど
の
保
険
料
が
天
引

き
さ
れ
、
日
々
の
や
り
く
り
に

も
苦
労
す
る
生
活
で
あ
る
。

　
東
京
都
日
の
出
町
は
、
75
歳

以
上
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施

し
、「
日
本
一
お
年
寄
り
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を

し
て
い
る
。
次
い
で
、
石
川
県

川
北
町
も
来
年
一
月
か
ら
実
施

す
る
。

問　

人
口
増
加
に
と
も
な
い
ご

み
の
量
は
増
え
続
け
る
。
家
庭

ご
み
の
約
５
割
は
生
ご
み
で
あ

り
、
こ
れ
を
堆
肥
化
す
る
こ
と

で
、
ご
み
を
循
環
型
に
切
り
か

え
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
。

　
草
取
り
作
業
で
排
出
さ
れ
る

刈
草
や
せ
ん
定
枝
な
ど
と
合
わ

せ
、
生
ご
み
を
効
率
よ
く
堆
肥

化
で
き
る
施
設
の
建
設
で
、
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
豊
田
市
や
豊
明
市
な
ど
の
先

進
事
例
に
学
ぶ
取
り
組
み
を
。

答　

環
境
経
済
部
長　

現
在
、

逆
川
と
里
地
区
で
、
年
間
約
11

ト
ン
の
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て

い
る
。

　

堆
肥
化
施
設
の
建
設
に
は
、

費
用
・
場
所
・
収
集
方
式
な
ど

問
題
が
非
常
に
多
く
、
現
在
、

ま
だ
研
究
段
階
で
あ
る
。

町
長　
受
け
入
れ
可
能
な
地
域

が
あ
れ
ば
、
場
所
の
確
保
は
し

て
い
き
た
い
。

　

先
進
事
例
は
、
今
後
も
研
究

を
続
け
て
い
く
。
内
部
的
に
、

豊
明
市
の
堆
肥
化
施
設
を
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

一般質問

丸山 千代子 議員

健康が一番　幸老連スポーツ大会

生
ご
み
の

堆
肥
化
で
減
量
を

先
進
事
例
を

研
究
し
て
い
く
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大須賀 好夫 議員

問

答

本町の市町村合併の考え方は

当面は自立していく

問　

来
年
３
月
に
期
限
を
迎
え

る
合
併
新
法
に
変
り
、
新
た
な

新
法
が
創
設
さ
れ
、
さ
ら
に
合

併
推
進
が
図
ら
れ
る
と
町
村
の

立
場
は
弱
く
な
る
。

　
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
の
市

町
村
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
進

め
る
の
か
。

　
西
尾
幡
豆
３
町
の
合
併
が
来

年
度
に
は
実
現
す
る
見
通
し
と

な
っ
た
今
、
西
三
河
に
お
い
て

町
は
本
町
の
み
と
な
る
。
広
域

行
政
は
ど
う
な
る
。

　
緑
住
文
化
都
市
の
創
造
に
向

け
て
、
第
５
次
総
合
計
画
の
自

立
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
将
来

像
と
し
て
市
町
村
合
併
と
道
州

制
、
そ
し
て
自
立
を
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
け
る
考
え
か
。

答　

町
長　

合
併
特
例
法
が

来
年
３
月
で
切
れ
る
。
当
面
は

自
立
し
て
い
き
、
社
会
基
盤
を

整
備
し
体
力
を
つ
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
方
分
権
が
進
む
な
か
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
地
方
が
担

う
の
は
大
変
懸
念
し
て
い
る
。

広
域
的
な
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
て
、
関
係
の
市
町
と
連
携
を

し
な
が
ら
、
町
民
の
意
向
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
確
か
め
た
上
で
、

方
向
を
決
め
て
い
く
。

問　

緊
急
に
実
施
す
べ
き
河
川

改
修
と
し
て
、
広
田
川
流
域
治

水
対
策
検
討
会
で
は
、
前
回
と

同
様
の
豪
雨
に
対
し
洪
水
位
を

堤
防
高
に
抑
え
、
柳
川
合
流
点

ま
で
５
年
間
で
整
備
す
る
と
明

記
さ
れ
た
。
全
国
各
地
で
大
災

害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
広
田

川
改
修
工
事
の
遅
れ
は
な
い
か
。

　
広
田
川
流
域
の
抜
本
的
な
治

水
対
策
に
は
菱
池
遊
水
地
の
整

備
が
不
可
決
で
あ
る
。

　
地
元
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え

用
地
取
得
や
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

進
捗
状
況
と
遊
水
地
計
画
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

答　

町
長　

昭
和
55
年
か
ら

改
修
に
着
手
し
て
い
る
。
県
の

予
算
の
関
係
で
整
備
が
遅
れ
て

今
日
ま
で
来
た
。

　

今
回
、
災
害
対
策
事
業
の
中

で
、
５
ヵ
年
で
柳
川
の
合
流
点

ま
で
改
修
整
備
す
る
。

建
設
部
長　
平
成
21
年
度
に
実

施
計
画
を
策
定
し
、
地
元
の
意

向
を
十
分
に
踏
ま
え
、
速
や
か

に
用
地
取
得
や
事
業
の
推
進
を

図
る
。

　

進
捗
状
況
を
随
時
議
会
に
報

告
し
、
町
民
に
は
広
報
な
ど
で

知
ら
せ
て
い
く
。

一般質問

平成20年8月末豪雨災害

広
田
川
流
域
の

治
水
対
策
は

５
ヵ
年
で

柳
川
合
流
点
ま
で

整
備
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一般質問

問

答

災
害
時
応
援
協
定
の
締
結
を

有
効
で
あ
り
検
討
し
た
い

酒向 弘康 議員

研
修
で
32
名
の
方
が
修
了
し

登
録
。

　

�　

本
年
も
実
施
し
、
地
域
防

災
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

期
待
し
て
い
る
。

　

�　

防
災
士
の
把
握
は
し
て
い

な
い
。

⑷�　

地
域
ご
と
の
避
難
訓
練
を

増
や
し
て
い
く
中
で
、
個
別

計
画
の
策
定
に
つ
な
げ
て
い

き
、
そ
の
支
援
を
し
て
い
く
。

町�
長　
⑸　

応
援
協
定
は
、
大

変
有
効
で
効
果
も
大
き
い
。

し
か
る
べ
き
市
町
と
、
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
検
討
す
る
。

問　

全
国
で
児
童
の
携
帯
電
話

所
持
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

学
校
の
取
り
組
み
課
題
で
も
あ

る
。

⑴�

　
小
・
中
学
生
の
携
帯
電
話

の
所
有
率
と
全
国
比
較
は
。

問
　
国
は
、
災
害
時
避
難
対
策

を
進
め
る
た
め
の
指
針
を
示
し

た
。
本
町
の
取
り
組
み
は
。

⑴�
　
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
災
害

時
要
援
護
者
支
援
制
度
の
対

象
者
と
登
録
者
数
は
。

⑵�

　
登
録
が
５
％
弱
だ
が
、
問

題
点
と
進
め
方
は
。

⑶�

　
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日

本
防
災
士
機
構
認
定
の
防
災

士
の
育
成
状
況
は
。

⑷�

　
早
急
に
全
体
・
個
別
計
画

か
ら
な
る
「
避
難
支
援
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
。

⑸�

　
他
の
自
治
体
や
企
業
と
の

「
災
害
時
応
援
協
定
」
の
提

携
が
有
効
だ
が
、
考
え
は
。

答�　

総
務
部
長　

⑴　

対
象

者
１
７
２
５
名
、
内
88
名
が

登
録
。

⑵�　

制
度
の
P
R
不
足
と
個
人

情
報
上
の
問
題
が
考
え
ら
れ

る
。

⑶�　

昨
年
度
に
防
災
リ
ー
ダ
ー

⑵�

　
携
帯
電
話
が
原
因
し
た
、

ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
事
例
は
。

⑶�

　
学
校
と
保
護
者
、
教
育
委

員
会
で
の
議
論
や
教
育
は
。

⑷�

　
本
町
と
し
て
携
帯
電
話
の

所
有
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
。

⑸�

　
学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
向

上
の
た
め
の
環
境
整
備
が
急

務
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答�　

教
育
長　

⑴　

小
学
校

13
・
６
％
、
中
学
校
34
・
９

％
。
全
国
平
均
よ
り
小
学
校

８
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
校
14
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

⑵�　

い
た
ず
ら
、
チ
ェ
ー
ン
メ

ー
ル
、
料
金
支
払
い
請
求
な

ど
の
事
例
は
あ
っ
た
が
解
決

し
た
。

⑶�　

職
員
研
修
や
生
徒
に
マ
ナ

ー
や
危
険
性
の
授
業
と
指
導
。

保
護
者
へ
は
情
報
モ
ラ
ル
講

習
会
を
開
催
。

⑷�　

学
校
へ
の
持
込
み
は
、
原

則
禁
止
と
す
る
。

⑸�　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
学
校
現
場
に

お
け
る
情
報
化
社
会
に
向
け

努
力
し
て
い
く
。

子どもに正しい携帯電話の利用を

ど
う
す
る
　
児
童

の
携
帯
電
話
所
持

学
校
へ
の
持
込
み
は

原
則
禁
止
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一般質問

大嶽 弘 議員

問

答

公園の維持管理負担の考え方は

ちびっ子広場など地元で管理を

問　

町
内
に
は
、
中
央
公
園
を

は
じ
め
多
く
の
公
園
が
あ
る
。

　
公
園
の
役
割
は
、
防
災
・
観

光
・
健
康
増
進
・
子
ど
も
の
遊

び
場
な
ど
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
る
。

⑴�

　
町
内
の
公
園
は
、
所
管
別

で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

⑵�

　
維
持
管
理
に
は
、
草
刈
り

せ
ん
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
が
あ
る
。

　�

　
町
が
負
担
す
る
公
園
と
地

域
住
民
が
負
担
す
る
公
園
の

判
断
基
準
は
。

⑶�

　
住
民
目
線
で
の
見
直
し
は
。

答�　

建
設
部
長
　
⑴　

都
市

公
園
の
17
地
区
と
、
不
動
ヶ

滝
園
地
な
ど
を
管
理
し
て

い
る
。

環
境
経
済
部
長　
産
業
振
興
関

係
で
農
村
公
園
が
２
ヵ
所
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長　
ち
び
っ
子
広

場
、
住
民
広
場
、
児
童
遊
園
を

管
轄
し
て
い
る
。

町�

長
　
⑵　

都
市
公
園
は
、
町

が
設
置
し
管
理
し
て
い
る
。

　

�　

ち
び
っ
子
広
場
な
ど
は
町

が
設
置
し
、
維
持
管
理
は
地

元
で
お
願
い
し
て
い
る
。

⑶�　

基
本
的
に
は
、
地
域
で
管

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
理

解
を
し
て
ほ
し
い
。

問　

第
16
回
目
の
住
民
意
識
調

査
結
果
が
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
た
。

⑴�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
全
体

を
と
お
し
て
、
住
民
の
意
識

を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
か
。

⑵�

　
調
査
結
果
を
み
て
、
今
後

の
対
応
は
。

⑶�

　
岡
崎
市
で
は
、
環
境
対
策

と
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

取
得
者
へ
の
利
子
補
給
制
度

が
あ
る
。

　
　
本
町
で
の
導
入
は
。

答�　

総
務
部
長
　
⑴　

ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
行
政
運
営
に
一
定
の

評
価
が
あ
っ
た
と
受
け
と

め
て
い
る
。

⑵�　

今
後
も
、
町
の
総
合
計
画

や
各
種
の
計
画
策
定
に
反
映

す
る
た
め
、
各
所
管
に
結
果

を
示
し
て
い
く
。
ま
た
区
長

の
意
向
も
積
み
重
ね
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

環�

境
経
済
部
長
　
⑶　

町
独
自

で
補
助
や
融
資
は
、
現
在
考

え
て
い
な
い
。
近
隣
の
動
向

を
み
て
慎
重
に
対
応
す
る
。

シルバーによる公園管理

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

の
利
子
補
給
は

い
ま

そ
の
考
え
は
な
い
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一般質問

問

答

緊
急
地
震
速
報
受
信
装
置
の
拡
大
を

小
・
中
学
校
は
本
年
度
導
入

水野 千代子 議員

問　

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
と
言
わ
れ
る
東
海
地
震
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
か
ら
50

年
目
の
本
年
、
さ
ら
な
る
防
災

対
策
の
強
化
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
に
以
下
を
問
う
。

⑴�

　
学
校
・
公
共
施
設
に
、
緊

急
地
震
速
報
受
信
装
置
の
設

置
を
。

⑵�

　
災
害
時
、
情
報
提
供
の
徹

底
を
。

⑶�

　
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇

所
・
土
砂
災
害
危
険
渓
流
箇

所
の
整
備
と
避
難
体
制
の
強

化
を
。

⑷�

　
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
を
。

⑸�

　
救
援
側
に
、
災
害
非
常
食

の
備
蓄
を
。

答�　

健
康
福
祉
部
長
　
⑴　

保
育
園
、
福
祉
施
設
は
早
い

時
期
に
設
置
す
る
。

　�

教
育
部
長　
小
・
中
学
校
は

本
年
度
導
入
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　�

総
務
部
長　
公
共
施
設
は
検

討
す
る
。

�

⑵�　

観
測
情
報
の
発
表
と
同
時

に
、
防
災
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
対
応
し
て
い
く
。

�

建�

設
部
長　
⑶　

急
傾
斜
地
は
、

２
ヵ
所
整
備
を
進
め
て
い
る
。

土
石
流
渓
流
地
は
、
１
ヵ
所

砂
防
ダ
ム
の
整
備
を
準
備
し

て
い
る
。
ほ
か
の
警
戒
区
域

も
調
査
を
進
め
て
い
く
。
災

害
避
難
訓
練
は
、
今
後
も
区

単
位
で
進
め
て
い
き
た
い
。

�

総�

務
部
長　
⑷　

早
急
に
検
討

し
て
い
く
。

　

⑸　

備
蓄
を
考
え
て
い
く
。

問　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、

事
故
な
ど
で
車
に
衝
撃
が
加
わ

っ
た
時
、
そ
の
状
況
を
前
後
約

20
秒
間
、
自
動
的
に
録
画
・
録

音
で
き
る
も
の
で
、
事
実
確
認

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
隣
市
町
に
お
い
て
も
、
救

急
車
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。

　
職
員
の
安
全
運
転
に
対
す
る

意
識
向
上
と
、
事
故
防
止
の
た

め
、
救
急
車
な
ど
の
公
用
車
に
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置

を
求
め
る
。

　
年
間
、
公
用
車
の
事
故
発
生

件
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

答　

消
防
長　

来
年
度
、
救

急
車
を
更
新
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
時
点
で
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
て
い
く
。
消
防

車
両
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て

い
く
。

総
務
部
長　
平
成
20
年
度
の
事

故
件
数
は
13
件
。

　

公
用
車
両
83
台
に
は
、
当
面

設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

企画政策課の緊急地震速報受診装置

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
設
置
を

来
年
度

救
急
車
更
新
時
に

設
置
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一般質問

伊藤 宗次 議員

問

答

国保の一部負担金減免の拡充を

要綱を前提に減免していく

問　

国
保
加
入
世
帯
の
20
％
が

「
国
保
税
が
払
え
な
い
」
状
態
。

　
払
え
な
い
ほ
ど
高
い
国
保
税

と
重
い
窓
口
負
担
は
、
ぎ
り
ぎ

り
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
に
と
っ
て
は
、
病
気
や

ケ
ガ
の
発
生
は
あ
っ
と
い
う
間

に
生
活
の
基
盤
を
失
な
い
「
患

者
に
な
れ
な
い
病
人
」
が
急
増

し
て
い
る
。

　
国
保
加
入
者
の
病
院
な
ど
で

の
窓
口
負
担
を
軽
減
す
る
要
綱

が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
国
保
税
滞
納
世
帯
な
ど
に
一

部
負
担
金
軽
減
制
度
の
Ｐ
Ｒ
と

積
極
的
活
用
を
厚
労
省
も
通
知

で
指
示
し
て
い
る
。

　
門
戸
を
広
げ
、
敷
居
を
低
く

し
制
度
の
活
用
と
拡
充
を
。

答　

健
康
福
祉
部
長　

国
保

税
窓
口
の
一
部
負
担
の
減
免
は
、

要
綱
を
前
提
に
、
対
象
者
に
は

減
免
を
し
て
い
く
。

　

減
免
の
申
請
書
は
、
窓
口
に

置
い
て
い
る
が
一
度
も
相
談
が

な
い
た
め
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

く
。

　

厚
生
労
働
省
の
通
知
は
、「
各

都
道
府
県
の
中
で
、
一
つ
の
モ

デ
ル
自
治
体
を
選
定
し
、
医
療

機
関
で
の
未
収
金
分
を
、
各
自

治
体
に
徴
収
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
言
う
内
容
の
も
の
で
あ

る
が
、
県
内
で
は
、
ど
こ
も
手

を
挙
げ
て
い
な
い
。

問　

地
デ
ジ
切
り
替
え
ま
で
１

年
半
。

　
１
万
２
０
０
０
世
帯
の
30
％

程
度
の
切
り
替
え
で
普
及
は
進

ん
で
い
な
い
。

　
三
河
湾
ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
で

の
地
デ
ジ
視
聴
は
、
既
存
７
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
他
に
別
の
商
品
を

組
み
合
せ
ナ
イ
ス
・
１
コ
ー
ス

で
月
額
約
２
０
０
０
円
。
旧
中

電
、
新
幹
線
共
聴
エ
リ
ア
は
月

額
７
３
５
円
。

　
視
聴
者
が
求
め
て
も
い
な
い

商
品
（
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
セ

ッ
ト
で
地
デ
ジ
切
り
替
え
の
押

し
つ
け
は
あ
く
ど
い
商
法
だ
。

　
既
存
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
単
品

で
地
デ
ジ
切
り
替
え
を
、
旧
新

幹
線
共
聴
エ
リ
ア
並
み
の
安
価

で
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
れ
。

答　

総
務
部
長　

ア
ナ
ロ
グ

放
送
で
は
、
旧
中
電
・
新
幹
線

区
域
と
と
も
に
、
既
存
７
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
無
料
で
視
聴
で
き
て

い
た
が
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
打

ち
切
ら
れ
た
段
階
で
、
通
常
、

一
般
の
扱
い
と
な
る
。

　

金
額
は
、
基
本
的
に
ア
ン
テ

ナ
区
域
と
同
じ
扱
い
と
な
る
が
、

現
時
点
で
７
３
５
円
の
特
例
価

格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

三
河
湾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経

営
努
力
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

総務省による地デジ説明会

地
デ
ジ
視
聴
を
安
価
で

暮
ら
し
守
れ

特
例
価
格
で
設
定

さ
れ
て
い
る
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